








































































































































































































































大沢 上大沢 西二又 上山






班長 班長１０名 班長３名 班長６名
その他の
役職
宮総代６名
宮番１名
区長代理1名
上水道管理1名
顧問１名
水道係１名
水道検針係２名
相続講当番２名
二又外灯Ｉ系
共１１恵アンテナイ系
鱒i蟇』芽
ということである。「西保村史」においても、「昔の肝煎にも、いやがってならなかったというが、現
在も仲々立候補するものがなく適任者を拝み倒しにして頼むというのが現状である」（p321-322)とい
う記述が見られる。『西保村史」の刊行年は50年近く前であるが、今回の聞き取りから考えてもそれ
ほど状況は変わっていないようである。
ではなぜそのように役員になることを避けたがるのだろう力もその一因には西保の風士が関係して
いるのではないかと私は考える。
西保に属する各集落は陸の孤島である。隣村との距離がある上、複雑な地形から往来が困難であっ
た。情報が出て行かないことから「サザエのケツ」との異名を持つという。２章で触れるが、路線バ
スの開通はつい最近の話である。現在は陸路が整備されているが、それでも緩急が厳しく、楽に往来
ができるかといえば疑問符がつく。また、他の地域との交流も大沢や上大沢では海路での交流、西二
又や上山では山を越えた交流でしかほとんど行うことができず、閉鎖的な空間が構築されていたこと
は想像に難くない。ただし虫送りから考えると、集落間の交流は少なからずあったであろうとは考え
られる。
農業においても､ほとんど生活できる分しか作っていない､という話をどの集落でも聞いて取れた。
もちろん現在においては流通が盛んとなり、供出米などの要素も無いわけではないが、識lHは省略す
る。
以上を見てきたとおり、各集落は閉鎖的な環境で自給自足を行い、あるいは地区間で物々交換を行
いながら穏やかな暮らしをしてきたと考えられる。暮らすことができればそれで良く、地区の管理を
するなどというところまで手を回すつもりは無かったのではないだろうか。そうした気質が現在にま
で受け継がれ、押し付け合いのような形になっているのではないだろうか、と私は考える。
過疎化による高齢化の問題もある｡現在の各集落の区長は60歳前後である｡資料の存在する２集落
の評議員も平均して60代であった｡先述の気質によりなり手がいないとなれば､過疎化とあいまって
今後も役員の高齢化は避けられないｂただし、上大沢のように世帯数制限による若手世代の維持や、
西二又の区長のように区費の整備や総会のシステムの改良を行うなど、あちこちで改善の努力が見ら
れることは評価されるべきである。
5．おわりに
本章では各集落の地区組織と、民間で運営される組織について概観した。集落の住民の気質はそう
変わるものではないのだろうが、現代化と過疎化は組織に少なからず影響を与えているように思う。
今後も地区組織は必要に応じて変化を続けていくのだろう。
4２
